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　　　　　　　　　　　　　緒　　営　　　　　　　　　　ii

　縣の大さが種々鍵化する時、其の縣を構成する繊維の長さ及び太さを如何に鰻弗させるが最

も合理的なるかε云ふ事に就ての研究は、從來多くの人に依つて行はれ、種々なる弊式や表が

提示されてゐる。然し夫等は常に毛Sか・綿εか賞ふ膿な1種類の繊維のみに止る上に・魔

際の繊維に就て測定し、」又は魔際の工揚に就て調査しナこ結製から、誘導した贋謂魔験諭乃漿魔

験表に過謬なかつた憾みがある。木文は斯の如き魔測に依つたもので無い辮を前提εする。

郎ち全繊維を綜合し、蜜際には無鯛係に全く理論的にのみ考漿したる狽噺的恵見である。魔験

的結果は絶鋤的のものであるが、理論的考察の結果には多くの異論があるに相違無ヒ・。滋を1岡

じうするものの批判は努めて聰き度いものである。それに依つて訂正され・正しき理論盲なる

事を得ば研究者の幸ひ之に過ぐるものは無い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．t

　實際の繊維は繊維1本を取つて見るにtlその大さは必ずしもrl－一で無くb叉噺面は駒1多で

無いが、簡翠にする爲めに谷種繊維共完全なる圓椿ミ假定した。　　　　　　　　　　　t／

　女綜の太さの鍵化に封して攣化させなければならない。理想的な繊維の性質は種々あるが、

最も重大影響を奥へるものは長さ及び太さにて・且つ是等の他の性質は大部分長さ及び太さ・に

椙關關係がある故、全部之を同様ε考ヘアこ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　1．實際の綜の宋さと繊維の長さ、太さの關係

　縣の太さの憂化に封し・之を構成する繊維の長さ及び太さを如何に攣化させるが適當である

かε云ふ事を理論的に考究する前に・實際的に使用されてゐる各麺繊維の綜が・太さの璽化に

封し繊維の長さ、太さが如何なる關係になつてゐるかを調査する必要がある。i次に各種繊維に

就き調査して見よう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　A．毛　　　綜

　第1表はWool　year　l）o。kに言己載されたBrad働d　to凹ualityより抄録せる毛綜の太さ

灘帳さ・太さの謄承す・
諱A、表
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曜d使用

preparer　使1刊　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　

Wat’1）用

　以上の表に依るざ、毛縣の太さの攣化に獅する繊維の長さ及び太さの關係は、次の如くであ　　　・

るε考へられる。

　（1）綜が細くなるに從ひ細い繊維を使用し、綜力｛太くなるに從ひ太い繊維を使用するc

　（2）孫が細くなるに從ひ短い繊維を使用い赫が太くなるに從ひ長い繊維を使用する。

　　　　　　　　　　　　B．綿　縣　　　　　　　　　1
第2表はR，O．1’lerzog著Techllolgie　dor　Toxtil魚sern　より抄録せる鈴種繊維の畏さε

太さεの關係を示すo

　　　　　　　　　　　　　第　2’衷

1脇花の租獺　＿．一＿ml均繊鰻．豊＿一＿1
吋　　　I　　　xnn〕 挙均直裾　　／z
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紡出可能番手S繊維長の關係は、新井率長氏著綿紡積（P・16）に依れば第3表の如くであ　　　i

る。

　　　　　　　　　　　　第　3　表

英董二とL盤聾…量＿⊥．饗．．工．竺．L繊一τF一
16～2り

20～30

30～40

40～50

50～60

÷〃　1　6。．．．E・

・s @i　・・一・・
・＋・　ii　75－・・

1吊ノ @｝…・・一・・

1…ll！　li　9°一枷

1JL〃　　　　1　・駈　　　　　　　　　　　　　　1

1ユノ　　　　　 1

　鵬　　　　　　　　　　　　1

1一β＿”　　　　　　1
　8
1＿L”　　　　　　1
　113　　　　　　　　　　　i

1－1・一ノ　　　　　…

麟　　　　　　　’



172　　　　　　　　　　　翼　　　綜　　　醗、　　靴　　　誌　　　　　　　　　〔第・1…晶撫

第2表、第3表に依り次の傾向を知る事が出來る。

　（1）縣が細くなるに從ひ細い繊維を使用し、縣が太くなるに從ひ太い繊維を使周する。

　（2）懸が細くなるに從ひ長い繊維を使用し、綜が太くなるに從ひ短い繊維を使用する。

自口ち繊維の太さの傾向は毛縣ε同楼であるが、繊維の長さの傾向は毛縣ざ反謝になるc

　　　　　　　　　　　　　　　　c．絹　　紡　　綜

　第4表は著者が調奇した7分練絹紡綜の紡出番乎（英番）ざ繊維の長さ・太さの開係の1

例を添す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　4　表

紡　　田　　番　　争

140／2

72／］

72／2

A．．コ，！t，　綿　　　準　　均　　繊　　維　　畳　　　　　準均繊維の太さ

1圧皿　　　　　　5．5v．．．3v　　　　　　　　　　1．2denier

∬班　　　　　　　　4’j　－3　tt　　　　　　　　　　　　　　〃

n旺V　　　　　 2v～1，r｝v　　　　　　　　　ク

上表に依るε次の傾向を知る事が出來る。

　（1）　繊維の太さは綜の太さの如何に拘らず周様である。

　（2）縣が細くなるに從ひ畏い繊維を使用し、綜が太くなるに從ひ短い繊維を使朋する。

帥ち繊維の長さの傾向は毛縣ε反緻にて綿綜ε同搬である。繊維の太さは綿縣、毛綜何れざも

異つてゐる。

　　　　　　2，理論的に考へたi孫の太さと繊維の長書、太害の闘係

　實現の可能性があるか否かを念頭に置かず唯理論的にのみ考究するE、縣の太さS之を構成

する繊維の長さ及び太さの間には訳の如き相關關係があるが、藻當ε考へる。

　（1）細い綜には細い繊維を使用しs太い綜には太い緻継を使用する。

　（2）細い綜には短い繊維を使用し・太い系系には長い繊維を使用する。

之を具胆的に云へば訳の如くである。

　01本の綜の中に含む繊維激は綜の太さの如何に關せず一定である。

　○太い懸は細い孫を其の幟櫨大したものであり・細い細ま其の儘縮少したものである。

更に之を藪撃的に要約すれば次の如くになる。

O細太さは之を鰍する雛帳さ曜イヒの船瀬維の太さの痩化の総卿の垂にes

　　しい割合を以’て攣化する。．

今太さDoなる聯を構成する繊維の畏さN太さをZ。．　deεするP＄は11．　d【なる畏さ、太さを

腐する繊維に依り構成される綜の太さD・は次式に依りて求められる。

　　　　　　　　　　　　　　　葺一告c飾＋審）

　　　　　　　　　　　　　　∴・）・粛亭（舞＋岳）

購2働太さ鮪する徽2働長さ・S2倍の太さの雛鮪し藩の太さの綜嶋
帳さ誌の太さの灘鮪する馴・なる・

　而して孫の太さは恒長式番手法にありては番手のZド方根にiE比例しb慨重式番手法にありて

は番手の不方根に逆比例する故、縣の番手ε繊維の長さ、太さの關係は次の如くになるQ

　（1）恒長式にては繊椎の畏さ及び太さは番墾の軍方根に比例する。

鋤
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　（2）　慨重式にては繊維の長さ及び太さは番手の不方根に逆比例する。　

・今綜の直径＝D、綜の番手＝StS　ZF均識維長＝～、4二均繊維直樫臨dεすれば、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　～d瓢　1〈）　　　，

故に恒長式番手法にては　ld＝K～唇

噸賭手法にては・・1一蓋
ミなる。

　　　　　　　　　　　　　　3・等　質　の　縣

　綜の太さは異にするが、其の縣虐しての物理的性質0）全く相キ｝；しい綜を等質の縣ε稠iする。

繊維の長さ及び太さを綜の太さに比例させナニ縣は、その太さの如何に拘らず其の欄鐙上朔勿理　　一t

的性貿は全く相等しい。故に斯くの如き理論の下に作つた赫は、等質の綜ざなる繹である。從

つて繊維の長さ及び太さを綜の太さに比例させないで作つた縣は、決して等鷺の縣たる事は出

來ない。

何故に綜の太さを繊維の長さ及び太さに比例させた縣が郷質で、然らざるものが等質で無い

かS云ふに、歪Eなる理由を塞げるご等質の綜にあつては次の如くであるL、

　（1）縣の太さめ如何に關せずrl’／tに含まれる繊維数が岡搬である（，

　（2）　綜の柔軟度、反雛力、剛性南町塑’i塗等の諸性質が金く『司様であるc

　（3）繊維激が岡様であるから縣の表面の毛朋立程慶が相等しく、從つて光渾度も相等し

　　いa

　（4）　繊維数が岡搬であるから1撚係撒の理論が完全に遡用される。（之は項を改めて詳述

　　する）

　　　　　　　　　　　　　　4．等原　料　の　綜

　同じ原料を使用し太さのみ異にする練、即ち同じ太さ婁提さを有する繊維を使用し太さのみ

異にする縣を等原料の綜ε稗する．從來多くの人々は太さを異にする綜に鋤して魔瞼をなず揚

合に、鰹原料の聯を使用しfc之は等原料の綜を等質の孫ε考へた禦に起閃するものである◎

然しヱ等原料の太さを異にする孫は、前述の理由に依つて維劉’に等質の綜である二1ドは出來な

い。然らば等原料の縣はその太さの痩化に鋤して如何なる性貿の相遡があるかご云ふに、その

漿なるものをi列墨すれば次の如くであるQ　　　・

　（1）綜が荷する繊維数は太縣ごなるに從ひ多くなり・細綜ごなるに從ひ減少する。

　（2）從つて綜の柔軟度は太縣εなるに從ひ大で、細孫εなるに從ひ少ミなる。反嬢性、剛

　　性はその反鋤εなるo

　（3）撚係撒の理論は多くの補疋を要する。卵ち太縣には撚係歎を増加し、細綜には減少せ

　　ねばならぬ。，

　（4）縣の毛朋立は太紳εなるに從ひ繊維轍が多いので多くなり、細綜ミなるに從ひ減少

　　し、其の爲め光灘度は細縣に大で、太綜に少εな㍍

　　　　　　　　　　　　　　5・撚　　係　　敷

　太さを暴にする系糸に同じ強さの撚を與へるには、孫の太さの如何に關せず撚角度を同様にす

る。撚角慶を同襟にするε云ふ事は、換言すれば撚数を孫の太さに逆比例させるε云ふ事にな

る。然して赫の太さは前述の如く恒長式番手法にあつては番手の軍方根にilE比例し、檀電式番

手法にあつては番手の軍方根に逆比例するも0）である。故に番乎を異にする綜に岡じ張さの撚

を與へるには・1脹式番手法にあつては番手の4S方根に逆比例昏せ・・薩震式番手法にあつては

番手の李方根に正比例せしめねばならぬ。、故に今丁篇撚賊S鷲番手Sすれば、
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脹端手法にあつては鵬1
　恒重式番手法にあつては　T＝KV竃

ミなる。上弍中Kは定獄で之を撚係歎ε云ふ。即ち撚を張くするざ云ふ鄭は・撚角度を大に

する事で、撚角度を大にするε云ふ事はKを大にする言云ふ事になるのである。此の撚係敷

を決定すれば太さを異にする縣に劉・し、同じ張さの撚を輿へる事が掛來る鐸であゐ。

　然して從來は此の理論を等原料0）縣に封し適用してゐたのであるが、之を等原料の孫に適用

する遷壌ま誤つてゐて、等質の孫に適用せらる可きである。何故に等原料の孫に適用して1よいけ

ないかミ云ふに、若し等原料の縣に適用するミ撚の彊さは異り來り、太綜の方に撚が弱くな

りb細綜の方に撚が強いミ云ふ結果になる。此の撚の強さが異つて來るE云ふ理由を、i次に租

具騰的に例を暴げて醗明して見る、，

　第1圖に於てsある綜の太さ＝Db繊維の長さ＝t、綜の縦漸面の直樫上の繊維数瓢3本ミ

すれば、

芸

2

2

警

s、

ks、N

o

、、

、

NX、

二／Fts’2　・

s、

缶㌫
π｝．一一一一一

i 2

雛の醒・碧・なる．此の綱・イ音の太さの鞭の纈・圃卿く、繍帳さ一2磯維
の太さ・孕訟榊である。　’・1’・Dなる醗嚇糸の揃脚ミい此の撚が～・）ll　に2

つ掛るものミする。然して2Dなる直径の懸に同じ撚係撒の撚を奥へるε云ふ事は、岡じ角

度冒邸ちθ丈の撚を與へるε云ふ事である。斯くの如くする隠は2Dなる縣は21の長さに

於て矢張り2つの撚が與へられる。然るに緻維長は1）に於てはt、2Dに於ては2tである

から、何れも繊維1本に野し2つの撚が奥へられる事ミなり、爾者の撚は全く同じ強さざな

る。然るに若し直径Dの綜ε直径2Dの綜εに封し等原料の綜を使用しt：　Sすれば、第1

蹴ぴ第・即如く雛帳級びズ・さ晒献～及碍であるが淋の縦師の灘鞠
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D．　・1tiては3本に欝し、2Dにては6本ざなる。叉撚係数同様iなる撚、郎ち同じe角の撚を

與へたεすれば、1本の繊維に踊しDの方は2つの撚が奥へられ、、2Dの方は1っの撚し

か興へられぬ事ざなり、2Dの方が撚は非常に少く’1≧分ε云ふ事になる。之を同襟にするには

2Dの方（直篠の大きい方の縣）の0角を嚇加する。帥制然係数を塘加せねばならない事に

なる。換言すれば撚係敷の理論は太さを異にする簿原料の縣には直らに適用出來ない。多少補

正する事が必要ε云ふ窮になる。そして等質の綜には完燈に摘月ヨし得1る事が諜るt、

　1以上の如く考へた揚合に、繊維の長ささへ紡の太さに比｛列1させればよくて、繊維の太さはミ

うでも差支ない鎌に考へられるがb之は繊維の畏さ程の影響は無いけれさも、央張り相當の影

響はあるものである。EPち縣の太さに比例するよりもN細過ぎた繊維、云ぴ換へれば縣中に含

む繊維敷が畠いものは撚係数を減少せねばならぬ〇三又其の反調・に太い繊維の揚合には壌加せね

ばならぬ。その理由を次に説明して見る。介、綜の太さが同襟で、繊維の太さ（噺面積の意）

が一方馳方の一諏る2種の鞭劉聡する。然るli紺此の2種轍の騨に於け磯維撒
　　　　　　　Nは前辮は後滑の2倍εなる。此の2種の綜に嗣一の撚激を典へるPiS｝は、縣に加はる横廣嘆は同

機ε考へられる。從つて此の縣を構戒する繊維の受くる横腿も剛漿S考へられる。（孫中の各

繊維が同一歴力を有する事實際にはあの揚ないが、理想の綜は発部同一駆力なのS｛段定して）

此の横購に抵抗して此の綜中の繊維を引駿かんεするカを考へて見る。第4團に於て断面穣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．4，

v1

tLなる繊維2本ε面積2aなる繊維1本iは面積は同じく2aミなりて同様であるが、周園
の大さは前庸は、　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　／t

ゴ　　　　　2・V「塾・＼厚撃鋭押翫［“

後者ls　，

　　　　　　　　　　　・・＼厚一＼厚落二二副1菰

εなり、繊維2本の方が圓周・購接鰯而積は大εなるc／接鰯面鰍なる方が同じ横歴に野

し引載きに抵抗するカは大εなる。故に太い緻維1本のものに比し細い繊維2本の方が同じ

撚敷に鮒し引扱きに饗する抵抗力は大ざなる。即ち縣の太さが同様にして繊維の太さを異にす

る2種の縣に同じ撚撒を奥へる時は、繊維の細い方が撚が張い事ミなる。散に同じ弧さの撚

を與べる爲めには、繊維の細い方の撚数を減少せねばならぬ。

　　　　　　　　　　　　　　6，實際　の　傾　向

　綜の太さの痩i化に謝して之を構威する繊維の長さ及び太さを如何に痩化させればよいかε云

ふ事に封し、當業者の實際の要求は教の如くである。

　（1）綜が細くなるに從ひ長い繊維を使用し、太縣は短い繊維で間に合はせ観

　（2）縣が細くなるに從ひ細い繊維を使用し、綜が太くなるに從ひ太い繊維を使用する。

此の傾向を第1項の實際’S比穣すれば次の蟻りであるc．
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　（1）”毛綜は繊維長は友蜀で、繊維め太さは同機である。繊維髭の座鋤であるのは唱縣も炎

　　張り細綜に封し長繊維を要求するが、實際の羊毛繊維は長繊維は太ぐ、細系糸に獅しては繊

　　維が細い事は継饗に必要である爾め、已むを得ず短い繊維を使用してゐるのである・

　（2）綿綜は繊維の長さも太さも上の傾向S同様である。

　（3）網紡縣は繊維の長さは上の傾向ε同様であるがM繊維の太さは一建で上の傾向ミは

　　異る。此の繊維の太さの一定である事はtS綱紡用繊維の焚さは天然に作られたもので健

　　無く、人工的に作られたもの、廓ち切断繊維（cut’fi　bre）であるからである。

　次に此の傾向は第3項の理論を比較して見るS、繊維の太さに就ては一致すゐが、長さに就

ては反封であるe斯くの如く理論に反してゐるにも拘らず、縣が細くなるに從ぴ長繊維を使用

する理由は強力問題にあるε考へられる。凡そ縣は例へば経綜ならば抗張力最少滋0躍S澱ふ

様に、ある弧力以下ざなるε使ひ物にならない。太縣は其の心配は無いが、緑1綜εなるざ颯力

を少しでも大にするざ云ふ事は縄掛に必要である。然るに張力は繊維長に密接な關係があるc）

師ち織維長の大なるもの程、綜の張力は大Sなる。生縣、人造絹綜の如蕾繊維」蔓無限大なる強

繊維縣にあつては、繊維の張力の合計が殆ん盲其の儘綜の蝋力ざなるが、綿綜・毛綜、細紡縣

の如き非連絨緻維綜になるε、縣の弧力は之を構成する繊維の張力より逓かに少く、縣の鎚

さが短ぐなるに從ひ其の蕪が顯著である。即ち網紡綜の如き艮繊維（例へば繊維畏5りで｛劇

雛颯さ闘麻畷さが壱伽あるが、・聯（例へば繍跡3リミなるε告僚なの・

繍の鱒短繊糊例へば繍」逼・わεなる欄・おなる．以」・岬榊齢である

が淑鞭は舗総号・毛維よ参繍は音僚なり・聴の齢よ幟蝉が脚謝く
あ如くであるから、細綜の強力を櫓加する爲めに不合理も」　1：介せず，長繊維を使規するもの

ミ思考される。從つて一般に使用される細縣ざ太縣Sは常1こ性質が金く異り、細綜は常に硬

く、光灘に寓んでゐるがb太縣は軟く、三E羽多く、光灘に乏しいが瞥通である。久deniev當

り張力は常に細綜が勝り、太綜力竃劣るを常NEする鐸である。

　更に細縣は張力喰加の目的で、細綜ざなるに從ひ撚を張くする。麟ち撚係数を増加するltg　lli）

を有するri即ちStaul）氏は、

　　　　　　　　　　　　　　tr＝，］］〈Vigtove＝1〈cv，G

なる式を奥へてゐる。叉椀毛綜に於ては第5表の如く番手に依つて撚係藪を異にしてゐる例

がある。

メートル番手

1⑪～2．）

20～40

・40～GO　．

60～80

80－．100

手　編　綜

1」

コ．B

1，4

1．5

ユ．G

莫ソくノ」卜宗糸　　 緯　織　承糸　　　モスリン糸糸　　 緯　綴　 藩叢

1、2　　　　　　　　　　　1．5　　　　　　　　　　　1．7　　　　　　　　　　　2．0

1．4　　　　　　　　1．6　　　　　　　　1、9　　　　　　　　k），1

i．5　　　　　　　　’1，7　　　　　　　　2．0　　　　　　　　2，3

1．6　　　　　　　　　　　1．9　　　　　　　　　　　：），1　　　　　　』　　　　三｝．4

1、8　　　　　　　　　　　玉～，0　　　　　　　　　　　2．3　　　　　　　　　　　2．5

　斯くの如く細綜に撚係藪を大にす才しば何故に張力が大ざなるかミ云ふに、i次の如き理ll：】に依

るミ思ふ。懸に撚を與へるS漸訳張力が塘加し、（連糊繊維縣には此の傾向は鯨り顯薯ではな

い）或る撚藪に達するε強力最大εなり・以後は急激に張力を減少し、趣に切織するにi竃るも

のである。而して曹通に使用される縣の撚鍬は弧力最大より少し前の撚賑を使用する。之は獺

力最大撚数の紳は強力以外の鋤では摩繍、其他あらゆる顯に於て之より撚撒が少い聯に劣るか
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らである。然し細綜は張力を大にする爲めに、仙のi孫εしての性質が劣るのも犠牲ミして撚敷

を櫓加しM強力最大撚に接近させるものである。

　細綜に弧力塘加の園的で・提繊糸佑を使用した揚合には撚係数は減少させねばならぬo然して

長繊維を使用した細綜に憂に張力」曾加の目的で、撚係数を檜加する方法を探用したSすれば、’

此の揚合の細綜の撚係敷は一方で減少し、他方で憎加するから撚係欺の魔際の痩化は爾著の

難額εなるXifl・である・1叉羊唱の如く浄lll紳に短繊維を使用するものも、繊雛の長短の範園が理論

的に考究されfものより蓬かに少いものは，矢張り系瞬紅なるに從ひ撚係数を減少せねばなら

ぬ。然し其の程度は細綜に提繊維を使用するものより、其の攣化が僅少であるのは勿論であ

るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　太い繊維を細綜に使用する事は理論的に機生しないし、蜜際的にも適用されない。然し網紡

孫の如く同じ太tSの繊維を使用し、叉其他の縣は細縣に細い繊維を使用し、太縣に太い織維を

使用するが・其の差が理論的差蓮より可成少い彌め、何れも細綜ミなるに從ひ撚係撒を糟加せ

ねばならぬ・此の理山圃ll綜鋤が繍鰍が少轍蜴いからである。撚し此の撚脳明加
は前二奮に比し極めて僅少である。以上三者を併用した場合は、撚係撒は三三者の藻額ミなる事

は云ふ迄も顛辱いQ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　7．Draft

Qraftは灘帳級び加にイ勘適灘痩化させねばならぬ。撚して期釧ヒ轍向鵬
3項の理論に依り火い繊維は細い繊維を鑛大したもの，短い繊維は侵い繊維を縮少しナニものε

考へる博は、之に與へる摘當なるDraftは2倍の長さε太さを笹∫する繊維に｛よ2倍の1）ilaft

を奥～太さは彫麺燃のみ2駒繊撫こは工備のD・雌を藝をふ嚇である。1燃考へ
る時…は次の如き理論が誘導される◎

○灘帳轍ぴ太さの靴し爆合に」）・・鰍、灘帳さ磯化の劉脅ミ灘の勲の

側ヒの割舘卿の窒購い・割饒脈靴す・。　　　t／1
今繊維の長さ及び太さが10μぴdoの隣の適當なる工）raftをP・！Eする時・繊維の長さ及び

火さがZ釈及びdeになつた揚合のDraft　Pユはi次式に依り求められる。　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　・i’liH’，　w．壱（暑＋葡

　　　　　　　　　　　　　　　　P・一塾（⊥L－F誤1t”　　d〔1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱又此のD｝醜の理論は次の如く云ひ換へる審も禺來る。

　1、繊維が長くなるに從ひDraftを大にし、繊維が短くなるに從ひDraftを少にする。

　2．繊雛が太くなるに從ひユ）raftを大にし、鋤維が細くなるに從ひDraftを少にする。

以上に依り長い太い繊維で太綜を作り、短い細い繊維で細綜を作る所謂理想の綜にては1）raft

ε綜の太さSの開係は、第3項の理論に依り訳の珈く云ふ事が出來る。　’

　O縣が太くなるに從ひDraftを大にし、綜が細くなるに從ひDraftを少にする’。

爾此の緻維の長さεエ）raftεの關係及び縣の太さεDraft　sの關係は前の（獄縣墨難誌第6

巻3號P149～151の）著藩報文にも蓮べて置いた。尤も其の際は孫の太さS云ふ代りに、仕

掛量ざ云ふ雷葉を使用したが、之は殆ん曹同意味に使用するも差支ないミ思ふ。

　然るに長い細い繊維で細綜を作り、太い短い織維で太綜を作るものにては次の如く一方を合

理的ざする時は、他方は不合理ミなるを冤れない。

　1，Maftを細綜Sなるに從ひ少にし、太綜εなるに從ひ大t“すれば、縣の太さ及び繊維の

　　太さに野するPraf血の關係は合理的であるが、繊維の長さεPraftの關係は不禽理ごな
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　　る。　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　，

　2．反涛にDrafLを細綜εなるに從ひ大にし・太綜εなるに從ひ少にすれば・繊緯の侵さε

　，Draftの關係は合理的εなるが、繊維の太さ及び縣の太さに獅しては不合理εな徽

即ち爾者何れの方法を探用しても、完盃に合理的なDrafU；を與へる事は出來ない。合鯉的な

D・・ftは太い長い灘で聯宗を作り、紬燃轍維で系辮を作る理想の総のみ適膨れるも

のである。

　然して實際には後者、即ち繊維の長さのみ合理的εし、繊維の太さ及び綜の太さは轍牲にし

た方法を探用してゐる。故に實際に使用されてゐちものの傾向は次の如くなる羅であるゆ

　1，Dralftは繊雛が長くなるに從ぴ大にし、繊維が太くなるに從ひ少にする。

　2．Draftは繊維が細くなるに律ひ大にし・太くなるに從ひ少にする。

　3。Draftは縣が細くなるに從ひ大にし、縣が太くなるに從ひ少にする。

斯くの如く實際に於て後者を使用した理由は2種あるε恩ふ。

（・）細総於て勲姫難し、太細こ於燃欄題測ぬ爲め謡H㈱こD謡献にす
　　る事は不合理であるが、各機械1荘に於けるDvaftは除の堀加しなくても仕掛陶鍬を糟加す

　　る結果、全ゴ）raftは薯大なるものεなる。斯くの如く：Draft著大Sなるも雀みず、（：1：掛同

　　敏を多くする理由はdoublingの撒をi曾加する事に依り、縣の均齊慶を高めさせる爲めで

　　ある講の勲が醐の女tlく之を隙す・繍の勲の去一告噺たない廓1の一つ1謙

Jt’ ﾌ不均齊にある。故に均齊度の塘加は綜の弧力増加の鍋めには最も窺要な琳項である。L斯

　　くの如き理歯の爲めに細i孫に1）raftを大にするものである。

　（’2）　同じ生産高にi射し機械蘂敷を少くする駕め。紡綾工程が蓮行するに從ひ縣は玖第に細

　　ぐされるものである。太い縣にDr諭を大にし、細い繍こDraftを少にするε去ふ事は、

　　結局工程の最初に於てDraft　Ss大にし、工程の終に於てDr雌を少にするご云ふ事になり、

　　太綜に工）raftを少にし、細綜にDraftを大にするS云ふ馴ま・半程め始めに於て工）raft’　Se

　　少にし、終りに於てDraftを大にするxS云ふ事になる．。然して工程の始めに於て］）rafLを

　　大1”するざ岡じ蹴來高に封し、機械慶撒を多く必要ε歩る事1こなる。（露縣箪難誌第6巻

　　3號著潜報文P151～152塗照）斯る事は資本や工鷺を多費する結果εなるので、之を避

　　ける爲めに工程の始めにDraftを少にする6廓ち太縣にDraftを少にする方法を探用す

　　るるのである。

　　　　　　　　　　　　　　8，機　械の　矛　盾

　　　　　　　　な　長い太い繊維で太綜を作りN短い細い繊維で細縣を作る揚合には、紡績機械の各部寸法は太

綜ミなるに從ひ大にし、細紳εなるに從ひ小Sなる可きである。帥ち太孫用機械は細綜用機械

を櫨大したε考へる可きである。此の事實は綜のみならずN粗絡篠に封しても摘用される。

之をもう少し具騰的に述ぺるε、太綜Sなるに從ひ紡績機械の各部寸法はb次の如き傾向を有

する。

　（1）　Roller　gaugeは大ミなるo

　（2）RQller直径及びroller撒を増加する。

　（．，3）掛の長さ及び太さを増加する。

　（4）針の密度を粗くする。

叉細綜ミなるに從ひ之ε全く反麹’になる。　　　　　・

　然るに綿綜、絹紡綜の如く長繊維にて細綜を紡出し、短繊維にて太綜を紡出するものにては

使用する紡績機械に蜀しては上の如歯傾向を與へる專は出來ない。一方を合理的εすれば他方

1ま不合理ざなり、矛盾する結果ミなり、縣の太さの攣化に勤レて殆ん電何等の傾向宥窺取され
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ない馨ミなるが、魔際綿綜、網紡縣等1こ使用．される紡績機械の傾向は太綜εなるに從ひ壮次の

如くである様に見受けられる。

　（1）　Roller　gaugeを少にする。

　（2）Rollerの直樫及びrol］e1’数を減少する、⊃

　（3）針の長さ及び太さを減少する。

　（4）　針の密度細くなる。

斯くの如き傾向は短いff，田繊維、細い縣には合理導’1的であるが、長い太い繊維、太い懸には不合理

である。故に太い短い繊維で太綜を作る場合には、一・tJには合理的εなるが、同時に他方では

不合理εなる。例へば太い針｛よ長く・鰍・針は細いカミ普通である。仕推騰の多い太系糸を短い針

に掛け、仕掛騒の少い糸in綜を長い針に通す結果Sなるから、若し細綜に摘當な針の長さである

時は、其の割合に減少した短いdil4に仕掛燈の多い太縣を通す事εなるから、繊維は針上から溢

れるE云ふ鋏鮎を生ずる。」又假に上の傾向を反附にするも、矢張り一d方には合理的εなるが、

他方には不合理重なる。唯それが前ε反鋤ミなるに過ぎない。斯の如き不合理は提繊維を昂瞬糸

に使用する結果生ずるものにて、長織維を太繍こ使用するli寺は斯る不合理は一描され、最も合

理な紡績機械にて理想的な仕事をする事が出來る羅である。　　　　　　　　　　　　　　　’

1　　　　　’　　　　　　　（於上田獄綜寒門攣校紡織研究鐵）

（藁珊　昭和ユ4年1月30日）


